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〇メリットは？ 
 危害要因（抗菌剤や注射針の残留等）を管理可能 

 農場従事者の衛生意識向上→事故率低下により生産性向上 

 記録の整備によりクレームへの迅速な問題解決→取引先への信頼性向上 

お問合せ：飯田家畜保健衛生所 保健衛生課 

TEL:0265-53-0440 FAX:0265-53-0441 

〇農場HACCPの具体的な取り組みは？ 
 
 

原材料（導入畜、飼料、飲用水、薬品等）と作業工程を 

図式化し、危害要因を明らかにする 

 

 

軽微な危害要因を管理するため、消毒や給餌等の基本的な 

衛生管理の手順を定める 

 

 

重要な危害要因（抗菌剤や注射針の残留等）について 

管理すべきポイントとその管理手段を決め、監視する 

 

 

定期的に見直し、必要に応じ取り組みの改善を行う 

 

農場 HACCPに取り組んでみませんか？ 

〇農場HACCPとは？ 
HACCPとは Hazard Analysis Critical Control Point（危害要因分析必須管理点） 

の頭文字をとったもので、食品分野において安全な食品を製造するために導入された

衛生管理システムです。 

畜産物の安全を確保するためにこのシステムを畜産現場へ導入したものが 

農場HACCPです。全国では 339 農場、長野県では 10 農場（乳用・肉用牛１、 

肉用牛 6、豚２、採卵鶏１）が認証農場となっています（令和３年 12 月 23 日現在）。 

 

 発生する恐れのある危害要因の分析 

 一般的衛生管理プログラムの確立 

 HACCP計画の作成 

 検証と見直し 

 お気軽に家畜保健衛生所まで 

ご相談ください 

 

令和 3年 12月 3日に 
管内１農場で初めて認証取得‼ 

３農場が認証を目指して 
奮闘中‼ 

http://www.pref.nagano.lg.jp/

